












 執筆者校正は初校のみ 。なお 校正段階で 大幅な修正はできません で、完全原稿で提出してください。（大幅な修正があった場合は、応分の費用を負担願うこととなります。 ）
（６）
 各執筆者に抜き刷りを五〇部及び本誌五部を贈呈します。なお、抜き刷り増 、実費でいたします で、事前に申し込みください。
（７）












べく定期的に四号館九階に通いました。この空間が二松學舍の学術の長い歴史と重い伝統を受け継ぐものであることを、そこに収蔵された新旧大量の書物が、物言わぬ存在感で語りかけます。大 人としての業務は、研究と教育と大学運営との三種バランスよく持つことを必要とされるものだと常々思っているのですが、その根幹にあるべき研究の本分に、なかなか集中できない現実は、昨今特に私立大学の教員が切実に感じているものだと思います。 ような中で、少なくとも研究所 るは、教員 、そして二松學舍の、存立基盤たるべき確固学術業績を残していきたい、そ う思いで一年間の業務を勤めました。ここに掲載いたしますのは そのような研究所 運営の足跡と そして厳格な審査を経た投稿、そして両学部員の本年度の です。一四〇周年記念事業に連なり多 の論集が刊行される中で、本集刊もま 充実し 内容を提供できたのではないかと、ひそかな矜持を呈し と思います。
（牧角悦子）
